
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

令和６年能登半島地震では、言語や文化の違いにより、不安を抱えたまま避難生活を送

るケースや避難所におけるトラブルが報告されました。 

南海トラフ地震の警戒区域に位置しているため、多文化共生の視点から防災体制を上伊

那地域で考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
１ 日 時 令和８年（2026 年）１月 26 日（月） 

午後１時 30分から午後４時まで 
 
 
２ 場 所 産学官連携拠点施設 INADANI SEES ホール 
      （伊那市西箕輪 7200-27） 
 

３ 主 催 上伊那地域振興局、伊那市  
 
 
４ 参加者  管内市町村防災担当者、多文化共生担当者、その他希望者 
（事前申込） 

       

５ 内 容  

(1) 講 演  「災害時の外国人対応について」 

講師 土井 佳彦 氏 

（NPO 法人 多文化共生マネージャー全国協議会 代表理事） 

(2) 事例発表 「箕輪町多文化共生の現状と取組」 

箕輪町多文化共生担当者 

(3) ワークショップ 

(4) 意見交換 

長野県（上伊那地域振興局）プレスリリース  令和８年（2026 年）１月 21 日 

 

（問合せ先） 

【担 当】長野県上伊那地域振興局 

総務管理課県民生活担当 

唐澤、武内、小林 

【電 話】（直通）0265-76-6803 

（代表）0265-78-2111（内線）2320 

【ファクシミリ】0265-76-6804 

【電子メール】kamichi-kenmin@pref.nagano.lg.jp 

多文化共生防災セミナーを開催します 

 


